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KFSB シ ー ル ド 型 箔 ひ ず み ゲ ー ジ  取 扱 説 明 書 
 

 
この度は、本製品をお買上げいただきまして、ありがとうご

ざいます。ご使用の前には本書をよくお読みください。また、

お読みになった後は、必ずいつでも確認できるところに保管し

てください。 
 

 
１．安全上のご注意 
 
ご使用に際しては、下記の安全注意事項を必ずお守りください。 
 

警告 取扱を誤ったとき、使用者が死亡、または重

症を負う可能性が想定される場合。 

●必ず本製品のベースフィルム側を供試体に接着してくだ

さい。銅箔側は絶対に供試体に接着しないでください。

銅箔側を供試体に接着すると、感電や、測定器が焼損す

るおそれがあります。 
●ゲージリードやシールド線などの被覆で絶縁されていな

い部分が供試体に接触しないように、絶縁対策を施して

ください。接触していると感電や、測定器が焼損するお

それがあります。 
●シールド線の結線方法を誤ると、感電や測定器が焼損す

るおそれがあります。 
 

 
２．製品概要 
本製品は測定系以外からのノイズの影響がある場合のひずみ

測定に適しています。ゲージ接着部分やその周辺に大電流が流

れているような場合でも、ノイズの影響が少ないひずみ測定が

可能となります。 
●特長 
・KFSB-5-120-J1：電界によるノイズの影響が少ない 
・KFSB-5-350-J1：電界及び磁界によるノイズの影響が少ない 
●耐電圧 【参考】 
・本製品のベース側を供試体に接着した場合 

約 1700VAC / 1 分間 
・ゲージリードの根元やゲージ端子をシリコーン樹脂 

(KE-489SVV)でコーティングした場合 
約 2000VAC / 1 分間  

３．ゲージの接着 
本製品のベースフィルム側を供試体に接着してください。 
⚫推奨接着剤 

CC-33A：許容温度範囲 -196～120℃ 
EP-340：許容温度範囲 -196～120℃ 
(本製品の自己温度補償範囲 10～100℃) 

 
接着方法は各接着剤の取扱説明書をご参照ください。 

 
４.結線方法 
 
4.1 供試体に電圧を印加する場合や電流を流す場合の結線方法 

の一例を以下に示します。(図 1) 
 

(1)結線は注意深く丁寧に行ってください。 
 
(2)はんだ付部とベース端部が出来るだけ広いゲージ端子を 

ご使用ください。ゲージ端子の選択を誤ると、測定系の耐電

圧を低下させる原因となります。 
推奨ゲージ端子 T-F2B(べース材：ガラスエポキシ) 

T-F23(べース材：ポリイミド) 

 
(3)本製品とゲージ端子間のゲージリードを短くすると，電界 

によるノイズの影響が少なくなります。強電界の場合には、

ゲージリード部分も銅箔またはアルミ箔などで包み、その銅

箔やアルミ箔などをケーブルのシールドに結線すると、ノイ

ズの影響が少なくなります。 
 

 
 
 
 
 
  

 
注)銅箔やアルミ箔は絶対に供試体に接触しないように処理 

してください。 
注)ゲージリードとゲージシールド線間の絶縁抵抗が，100MΩ 

以上であることを確認してください。 
(絶縁抵抗計の印加電圧は 50V 以下でご使用ください。) 

 
(4)本製品とブリッジボックス(DB-120A，-350A など)，測定 

器との結線は、シールド付ケーブルを使用してください。 
 

注)本製品とシールド付ケーブルとは 1 ゲージ 3 線式結線法で 
接続してください。平行ビニル線などの一般用リード線を

使用するよりも、シールド付ケーブルを用いた方が、電界

によるノイズの影響が少なくなります。 
 
 

 

●推奨シールド付ケーブル 
L-13:常温用低ノイズ 3 心シールド付ケーブル 

 (使用温度範囲-50～80℃) 
L-15:高低温用低ノイズ 3 心シールド付ケーブル 

 (使用温度範囲-269～250℃) 
 
(5)本製品の銅箔にはんだ付されているポリエステル被覆銅線 

(被覆色:緑)は、ケーブルのシールドにはんだ付し、供試体

やゲージリードと接触しないようにテープなどで絶縁して

ください。 
 
注)ポリエステル被覆銅線の被覆がない部分やケーブルのシ

ールド部分が供試体に接触していると、感電や測定器が焼損

するおそれがあります。 
 
(6)ブリッジボックスを使用する場合、本製品に接続したシー 

ルド付ケーブルのシールドを，ブリッジボックスの E 端子

に接続してください。 
 

注)ブリッジボックスはアースに落とさないでください。 
 

 
(7)測定器の GND 端子は必ずアースに落してください。 

測定器の COM 端子と GND 端子の短絡は、短絡の有無によ

るノイズの量を確認してから、ノイズの影響が少ない方を選

択してください。 
 
4.2 供試体の近くに高電圧や大電流がある場合 
(1)測定系のアースの落し方を除いて、上記 4.1 項と同様に 

結線してください。 
(2)測定系のアースの落し方は図 2,3 をご参照ください。 
(3)測定器の COM 端子と GND 端子の短絡は、短絡の有無に 

よるノイズの量を確認してから、ノイズの影響が少ない方を

選択してください。 
 
●供試体がアースに落ちている場合 
⇒測定器のGND端子をアースに接続しないでください (図2) 
 
●供試体がアースに落ちていない場合 
⇒測定器の GND 端子をアースに接続してください (図 3) 
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